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(2 ) ただし，それ以前から公園等で路上生活をしている人々は存在し，それらの人々に対して 1980年代
から支援活動をしている人々があったことも付言しておく必要があろう。それらの事例については，西
村・書中 (2010)等を参照されたい。

































































ホームレス生活を長期化させる要因として挙げられている cv.Stergiopu1os and N. Herrmann 
2003，1. C. Phe1an and B. G. Link 1999など)。
2.2.2 我が固のホームレスを生む要因
我が国では，構造的要因に関する検討が比較的重視されている。我が国では，ホームレスの人々
の多くが中高年男性であることが特徴である(約半数は 50代，約3割は 60代)(九 2000年時点
(4) 他方，北米や英国では，ホームレス人口における中高年層はそれほど多くないとされてきた。ただし，
近年ではその数が増加しているとも言われており，ホームレス人口の概ね 14-30%程度と推計されて
いる (V.Stergiopoulos and N. Herrmann 2003; 375)。









































































































スも行われるようになった。 2011年7月に NPO法人を取得し，現在の名称となった。 20日年2
月より，立川市に構えた同名の事業所において支援活動を継続することになった。































(8 ) ハウジング・ファースト研究会 (2013)r東京都ホームレス地域生活移行支援事業2004-2009-自
立支援と統合したハウジング・ファースト・アプローチに着目した分析一一Jlp. 290 































い理由のひとつである。 D.Wood et al. (1990)は，サンプルを母集団からの抽出という形ではなく，
特定のシェルターにたずねてインタビ.ューを行う形式をとっている。また，そこで述べられているよう

























日雇い・パート・アルバイトダミー(基準) 231 0.0476 0.2134 。
非正規・契約社員ダミー 231 0.0909 0.2881 。
正社員ダミー 231 0.8398 0.3676 。
教育訓練を受ける機会 221 2.2670 1.0252 l 
職業能力の向上機会 225 2.4756 1.0047 
表2 推計結果
モデル l モデル2 モデル3 モデル4 モデル5
高卒ダミー -2.3921*** -2.2307車川 -2.3941場事* -2.1390場料
(0.4339) (0.4010) (0.4287) (0.3931) (一)
短大・高専・専門学校ダミー -2.0334水市梅 -1.8742村* -1.8922判事 -1.7993件*
(0.5632) (0.5172) (0.5322) (0.4809) (一〕
大卒以上ダミー -3.3309*喉* -3.1787*** -3.3190常常ホ -3.1468ホホ*
(0必 10) (0.4411) (0.4578) (0.4513) (ー〕
非正規・契約社員ダミー -0.0229 0.0411 -0.2575 -0.2759 -0.8513ホ
(0.5991) (0.5976) (0.5850) (0.5709) (0.5023) 
正社員ダミー -0.3961 -0.2428 -0.6234 -0.5234 -0.9380*市
(0.3943) (0.3856) (0.3957) (0.3561) (0.3914) 
教育訓練を受ける機会 -0.1163 0.0357 -0.0469 
(0.1907) (0.1398) (一〉 (一) (0.1124) 
職業能力の向上機会 0.2882 0.2202 
(0.2157) (ー ) (0.1549) (一) 〔ー )
定数項 1.0450噌栴 1.1796様車 1.1597市機 1.4981事ホホ -0.1194 
(0.4639) (0.4868) (0.4584) (0.4377) (0.4232) 
Pseudo R2 0.4570 0.4419 0.4552 0.4232 0.0345 
サンプルサイズ 218 219 223 231 221 
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